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研究成果の概要（和文）： 
 黄砂の健康への影響について本邦ではほとんど調査が行われていない．平成 20 年度および
21年度に黄砂の喘息患者への影響について調査を行った．この結果，黄砂飛散時に喘息患者の
約 15%から 20%で呼吸器症状が増悪した．特にアレルギー性鼻炎を合併している場合に悪化頻
度が高かった．しかし，増悪は重篤でなく救急受診を必要とする患者は 1%であった．黄砂飛
散により喘息患者では軽妙ではあるが呼吸器症状が増悪するために注意が必要と考えられる． 
 
研究成果の概要（英文）： 
 There have been few epidemiological studies that have examined the association of Asian 
sand dust (ADS) with health in Japan. We designed a prospective telephone survey to investigate 

the exacerbation of respiratory, ocular, nasal, and skin symptoms by ADS in patient with asthma from 

2008 to 2009. In the study, we found that 15% - 20% of patients with asthma had exacerbation of 

respiratory symptoms during ADS events. There was a significant difference in the prevalence of 

allergic rhinitis between patients with or without exacerbation of respiratory symptoms. 1% of 

patients with asthma only needed emergency treatment for exacerbation of symptoms, because the 

exacerbation of respiratory symptoms was mild. This study revealed that ADS can aggravate 

respiratory symptoms in asthma patients, but the actual influence on symptoms was mild. 
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越境する環境問題と考えられるようになっ

た．東アジアの各国からは黄砂の健康被害に

ついて報告されている．しかし，本邦での調

査は少ない．他国と本邦で観測される黄砂粒

子の分布はことなっており黄砂の健康被害

においては他国の疫学調査結果をそのまま

日本に反映することはできない．このため本

邦における黄砂の健康影響を調査すること

が望まれる． 

 

２．研究の目的 

 黄砂飛散が健康に与える影響について調

査を行う．特に影響を受けやすいことが予測

される喘息患者について黄砂飛散時の症状

増悪，呼吸機能への影響，QOL への影響を

調査し，黄砂飛散が喘息患者に与える影響に

ついて検討する 

 

３．研究の方法 

(1)平成 20 年度および 21 年度に行う調査 

①電話調査 

 黄砂の飛散終了後 3日以内に登録された喘

息患者および対照として慢性閉塞性肺疾患

（COPD; Chronic obstructive pulmonary 

disease）患者に呼吸器症状，鼻症状，眼症状，

皮膚症状について電話での聞き取り調査の

実施． 

②ピークフロー（PEF; Peak flow）モニタリ

ングを用いた喘息日誌の実施 

 各年度 1月から 6月まで喘息日誌の記載を

実施． 

③黄砂付着成分の解析 

 黄砂に付着する成分について鳥取県衛生

環境研究所と共同で解析を実施． 

(2)平成 21 年度のみ行う調査 

2 月と 3月で日本アレルギー性鼻炎標準 QOL

調査票(JRQLQ)を行い黄砂時とスギ花粉飛散

期の QOL 調査の実施 

 

４．研究成果 

 本研究により本邦での黄砂飛散時に喘息

患者ではその約 15%～20%で呼吸器症状，鼻症

状が，約 10%で眼症状が，約 2%で皮膚症状が

増悪することが判明した．スギあるいはヒノ

キなどの花粉が同時に飛散すると悪化頻度

は高かった．しかし，種々の花粉飛散がない

黄砂飛散時にも呼吸器症状の増悪は約 15%の

喘息患者で認められ，黄砂飛散により増悪す

ることが確認された．PEF モニタリングの解

析からも黄砂飛散時には飛散前に比較し

Min%Max が低下することが確認され，黄砂飛

散時に喘息患者では呼吸機能が低下するこ

とが判明した．下図に黄砂飛散時に呼吸器症

状が増悪した症例における PEF ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞの結

果を示す． 

 

 一方，COPD 患者では黄砂飛散時の呼吸器症

状の増悪は約 5%～10%であり，喘息患者に比



較して増悪頻度が低かった（図）． 

 

さらに増悪したCOPD患者のうち80%が喘息を

合併しており，非喘息合併 COPD 患者では黄

砂飛散時に呼吸器症状がほとんど増悪しな

いと考えられた（図）． 

 

 黄砂飛散により喘息患者で呼吸器症状が

増悪し，時に発作をもたらすがその程度は今

回の調査では比較的軽症であり，ほとんどが

医療機関の救急受診を必要としなかった．一

方で，呼吸器症状が悪化した患者での頓用の

気管支拡張薬の使用頻度は高かった． 

 黄砂付着成分の解析からは黄砂飛散時に

は非飛散時に比較し Cd，Mn，Ni が多く浮遊

粒子状物質中に含まれることを確認した．ま

た，種々の真菌が黄砂飛散時，非黄砂飛散時

にも含まれるが，同定できる範囲ではｸﾗﾄﾞｽ

ﾎﾟﾘｳﾑ，ﾍﾟﾆｼﾘｳﾑ，ｱｽﾍﾟﾙｷﾞﾙｽ，ｱﾙﾃﾙﾅﾘｱの存在

が確認された．さらに 1m3 当たりの真菌数は

黄砂飛散時には非黄砂飛散時に比較し 4倍か

ら 10 倍存在することが判明した． 

 JRQLQ の結果では，現在のところｽｷﾞ花粉飛

散期と黄砂飛散期で優位な差は見いだせて

いないが解析の途中である． 

 本研究は黄砂が喘息患者および COPD 患者

に与える影響を本邦で初めて明らかにした．

これまでに海外で黄砂の喘息への影響につ

いて疫学調査が行われているが，その評価項

目は救急受診あるいは入院頻度であり，黄砂

による喘息患者への明からな影響は証明さ

れていない．本研究は世界で初めて黄砂によ

り喘息患者の呼吸器症状が増悪すること，し

かし，その増悪程度は現状では重篤ではない

ことを明らかにした． 

 今後は検討課題としては悪化機序の解明

が必要である．また，黄砂の飛散頻度，規模

は拡大してきており，調査を継続することで

黄砂の影響を長期的に観測する必要もある．

黄砂付着成分の変化も検討する必要と考え

られる．調査の継続が悪化機序あるいは悪化

の原因因子の解明に繋がり，さらには環境問

題の影響の推移の観察に繋がると予想され

る． 

 環境問題は今後ますます重要となるため，

越境する環境問題として黄砂に取り組んで

いく必要性があると考えられる． 
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